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目   的 

 Well-being（Seligman,2011）の構成要素である

PERMA（Positive emotions,Engagement,Relation-

ships, Meaning, Achievement）において幸福感評

定“how happy?”は P の一項目とされるが，「幸福

（幸せ）」はポジティブな感情を表すだけでなく人

間関係や健康を含めた総括的な好適感として，ま

さに well-being を含意するのではないだろうか。

そこで本研究は，改めて幸福感と well-being の構

造的関係を実証的に検討し直すことにした。 

 

方   法 

対象者 大学生 92 人（男 34 人，女 58 人）。 

質問紙 PERMA 質問紙 22項目を採用し（Table 1），

肯定‐否定の５段階評定尺度を作成した。 

手続き 調査は集団に実施した。 
Table １ PERMA 質問項目 (Seligman, 2013) (文面は筆者らによる和訳)                   
x1 ．普段，幸福感を感じていますか。 
x2 ．普段，健康ですか。 
x3 ．目標達成に向かい，日々前進していると感じますか。 
x4 ．何かに夢中になることはありますか。 
x5 ．普段，喜びや楽しさは感じますか。 
x6 ．あなたが困った時，助けたり援助してくれたりする人はいますか。 
x7 ．普段，意味や目的のある人生を送っていますか。 
x8 ．普段，不安を感じますか。* 
x9 ．自分で決めた目標はだいたい実現しますか。 
x10．普段，満足感を感じますか。 
x11．自分自身のとる行動を貴重で価値のあるものだと感じますか。 
x12．普段，ポジティブな気分ですか。 
x13．普段，物事に興奮や面白さを感じますか。 
x14．現在の健康に満足していますか。 
x15．普段，怒りを感じますか。* 
x16．普段，愛されていると感じますか。 
x17．人生の目的や指針を持っていますか。 
x18．普段，孤独感を感じますか。* 
x19．今の人間関係に満足していますか。 
x20．同じ年齢の同性の他人と比べてあなたは健康ですか。 
x21．普段，悲しみを感じますか。* 
x22．何かを楽しんでいるとき，よく時間がわからなくなることはありますか。 
（注）原版 23 項目中“responsibility”の項目を除外。* 逆転項目。 

 

結   果 

 SEM によるモデル選択の結果，単一因子モデル

（CFI=.698）よりも PERMA を一次因子とする二次

PERMA モデル（Figure 1, CFI=.830, RMSEA=.099）
が適当であり，Coffey et al.（2016）の結果をほ

ぼ追証した（“Ｎ感情”は逆転項目を表す）。 

 

 

 

 
 

 

  

 

Figure１ 二次 PERMA モデル（AIC=4884,数値は標準化係数) 

 これに比して幸福感（x1）・満足感（x10）を well-
being の直接の構成要素としたモデル（Figure 2）

は適合度が低下した（CFI=.825, RMSEA=.102）。 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

Figure ２ 幸福・満足感パスを設定した二次 PERMA モデル（AIC=4896) 
しかしながら，幸福感・満足感から独立の因子

として「幸せ」を構成し，well-being との相関を仮

定した二次併存モデル（Figure 3）も十分適合的

と判断される（CFI=.853, RMSEA=.093）。 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

Figure ３ 二次併存モデル（AIC=4867） 

 

考   察 

 Seligman（2011）自身が「幸せは明るい気持ち

と表裏一体」と指摘しているように英語の“happy”
は“joyful”に似た感情表現である。一方，日本語

の「幸せ」は自分自身の状態や境遇の良し悪しに

ついての評価結果を含むといえる。Well-being（好

適感）の独立性は認められるが，評定は質問項目

の語彙的意味の文化差を考慮すべきだろう。 

同様に，逆転項目の因子（Ｎ感情）の係数を考

慮すると逆転項目は使用しない方がよさそうであ

る。日本人は欧米人ほど個の確立に徹しない。自

己の人間関係を極めて良好と回答しても，自らに

孤独感が無いと断言できる日本人は少ない。 
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